
Keyword

本研究は、地域にゆかりのある古典文学や伝承などを“文
化的観光資源”と見なし、それらを網羅的に収集・整理した
データベースの構築を目指すものです。
近年、古典文学が様々なシーンで注目されています。たとえ

ば、『百人一首』を題材にした漫画『ちはやふる』の大ヒットは、
アニメ化、映画化されたこともあり、記憶に新しいでしょう。こ

の他にも、三菱自動車は古典文学に描かれた景色をドライブ
コースとして紹介する（“古典絶景Navi”）など、古典文学は観
光資源としても現代において唯一無二のソフトコンテンツとし
て、その利用価値が認められています。
本研究はこうした活用に資するための基礎研究です。

地域の文化的観光資源
データベースの構築

研究シーズの紹介

近世期の古典受容（注釈、名所図会など）に関する研究
現代の古典受容（漫画化、アニメ化、観光資源としての活用）に関する研究

その他の研究テーマ

地域、日本文化、古典文学、伝承、観光資源

国際文化学部
日本文化学科

准教授

天野 聡一

●地域の観光案内ＨＰ（パンフ
レット）を作りたい。
　（例：地方自治体）

●この街にはどんな文学スポッ
トがあるんだろう？
　（例：地元の人・観光客）

データベースに基づいた成果冊
子を参照。古文で書かれたお話も
イラスト付きで分かりやすく紹介。

データベースから地域の住所等で
検索。当該地域にゆかりのある
文学作品が分かります。

●地域にゆかりのある文学や伝承など、知られざる観光資源を整理。
●町おこし、ＨＰ、観光コース、ご当地キャラの制作などに活かせます。

Point 文化的観光資源
データベース

観光コースＨＰ

文化的観光資源データベース
県・市町村別に分類

文学・伝承の概要も記述

自由に加工
ご当地
キャラ

成果冊子
テーマ別に
抽出して紹介

期待される活用シーン

Keyword

2016年12月の中央教育審議会答申をうけて、新たに展開
される新学習指導要領の導入にあたり、すべての学校への周
知が図られ、学校現場で着 と々準備が進められている。
本研究は、今回の同要領の特色である「学力から資質・能
力へ」、「学びの質の改善に向けたカリキュラム・マネジメント」、
「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」、「道
徳教育重視の観点から倫理観の育成を踏まえた指導」、「学

力の三要素と評価におけるPDCAサイクルの活用」などを生か
す教育の在り方を追究するものである。商業教育についても
次代に向け、改訂の趣旨と各学校の状況を踏まえた教育内容
の充実が求められている。そこで商業高校が抱える現実的な
課題を克服しつつ、新たな時代に沿った商業教育となるよう
な具体的方策を展開する。

「学校現場が抱える諸課題と教員養成」
（教員養成・生徒指導・商業教育）

研究シーズの紹介

中堅教員の育成プログラムに関する研究
自己有用感を醸成する生徒指導の在り方に関する研究

その他の研究テーマ

人間力、実践力（行動力）、発信力、教育の質、倫理観育成

国際文化学部
日本文化学科

教授

田中 靖人

●教員の人間力、実践力及び
発信力を高めていくことが、
教育の質を担保し生徒の学
力を高めることに繋がる。

●倫理観の育成とICT教育の
充実が商業教育のモラルと
実践力を高める。（例：新た
なビジネス教育構想）

●学校現場の先進的実践事例を基に情報を広く共有できる。
●具体的な事例を積み上げることで成功例としての共通項が発見できる。

Point 実践事例研究
ヒアリング調査

次世代型商業教育を実現し、
ビジネス社会において必要な人
材を養成できる。
➡実力と魅力のある商業人

教員の資質能力の向上が学力
の三要素を確保する。
➡生徒の確実な学力向上が期
待できる。

期待される活用シーン

商業科教員としての発信力を生かして

学力の
三要素

生徒・保護者地域社会

上司・先輩教師

商業教育の意義と
重要性を明示・進言

連携
・
参画

商業
教育
の
魅力

後輩教師

商業教育を導く者とし
ての誇りと気概を伝授

やりがい

働きがい

存在感

有用感

人間関係構築力
の育成

高度情報通信技術
の進展

学びの多様化

グローバル社会
への対応

商業科教員

倫理観
育成

学びの質

各県教育委員会・各学校へ周知

授業改善特色 カリキュラム・
マネジメント

2016年12月21日の中央教育審議会答申

新学習指導要領（2018年3月公示）の導入、同年7月同解説書

2022年学年進行で実施
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